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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

インカム資産オープン
（アジア・オセアニア）

 

第３期（決算日 2017年６月９日） 

第４期（決算日 2017年９月11日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「インカム資産オープン（アジア・オセアニ

ア）」は、2017年９月11日に第４期決算を迎えました

ので、過去６ヵ月間（第３期～第４期）の運用状況な

らびに決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2016年９月29日から2026年９月９日までです。

運 用 方 針 

投資信託証券への投資を通じて、主として、

日本を除くアジアおよびオセアニアの証券

取引所に上場している株式およびリート等

に投資を行い、投資信託財産の着実な成長と

安定した収益の確保を目指して運用を行い

ます。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 

ＬＭ・アジア・オセアニア・

インカム資産ファンド（適格

機関投資家専用）および日本

マネー・マザーファンドを主

要投資対象とします。 

Ｌ Ｍ ・ ア ジ ア ・ 

オセアニア・インカム 

資 産 フ ァ ン ド 

（ 適 格 機 関 

投 資 家 専 用 ） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・

インカム資産マザーファン

ド」受益証券への投資を通じ

て、日本を除くアジアおよび

オセアニアの証券取引所に

上場している株式および不

動産投資信託を含む投資信

託証券を主要投資対象とし

ます。 

日本マネー・ 

マザーファンド 

わが国の公社債および短期

金融商品を主要投資対象と

します。 

投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年４回、３月、６月、９月および12月の各月

の９日（休業日の場合は翌営業日）に決算を

行い、原則として、以下の方針に基づき、収

益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

繰越分を含めた経費控除後の配当等収益に

は、日本マネー・マザーファンドの配当等収

益のうち、投資信託財産に帰属すべき配当

等収益を含むものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。 

分配可能額が少額の場合や基準価額水準に

よっては、収益分配を行わないことがあり

ます。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

M S C I  A C  A s i a  P a c i f i c  
Excluding Japan Index（円換算後） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

2016年９月29日 10,000 － － 45,917.43 － － － 1,277

１期(2016年12月９日) 10,441 － 4.4 50,238.28 9.4 0.1 97.2 1,432

２期(2017年３月９日) 10,736 90 3.7 53,399.28 6.3 0.1 97.6 1,470

３期(2017年６月９日) 10,994 80 3.1 55,671.99 4.3 0.3 97.9 727

４期(2017年９月11日) 11,276 90 3.4 57,887.91 4.0 0.2 96.7 608
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。MSCI AC 

Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）

の仲値）を乗じて岡三アセットマネジメントが算出しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、債券組入比率は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは、第２期（2017年３月９日決算）より分配を行っております。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額

M S C I  A C  A s i a  P a c i f i c  
Excluding Japan Index（円換算後） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

第３期 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％

2017年３月９日 10,736 － 53,399.28 － 0.1 97.6

３月末 10,916 1.7 54,137.79 1.4 0.2 98.3

４月末 10,983 2.3 54,233.43 1.6 0.2 99.3

５月末 11,126 3.6 55,327.97 3.6 0.3 97.4

(期  末)  

2017年６月９日 11,074 3.1 55,671.99 4.3 0.3 97.9

第４期 

(期  首)  

2017年６月９日 10,994 － 55,671.99 － 0.3 97.9

６月末 11,280 2.6 56,977.31 2.3 0.1 99.1

７月末 11,326 3.0 58,143.07 4.4 0.2 98.1

８月末 11,356 3.3 58,715.17 5.5 0.2 98.9

(期  末)  

2017年９月11日 11,366 3.4 57,887.91 4.0 0.2 96.7
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 

 
MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan IndexはMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権

利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2017年３月９日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」

における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・海外観光への需要の増加が続いたことを受けて業績が堅調に推移している香港の空港運営株が上昇したこと。 

・事業展開している地域の人口増加への期待が高まった香港の不動産投資信託が上昇したこと。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種バランスなどを考慮して組み入れているオーストラリアの不動産投資信託が電子商取引との競争激化への懸

念が台頭し、入居しているテナントの収益見通しに不透明感が強まったことなどを受けて下落したこと。 

・アジア・オセアニア地域の通貨が総じて対円で下落（円高）したこと。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
アジア・オセアニア地域の株式市場は、朝鮮半島情勢が緊迫化するなど地政学リスクが意識され、一時的に調整

する場面も見られましたが、米国の利上げペースが緩やかにとどまるとの見方が広がり、米国株式相場が上昇した

ことなどが好感され、上昇傾向を辿る展開となりました。国別では、香港、韓国、フィリピンなどでは、米ドル安の

進行を受けて資金流入への期待が強まり、主要株価指数が年初来高値を更新しました。一方、アジア・オセアニア

リート市場では、オーストラリアは海外株式市場の上昇などが好感された一方で、国内の景気減速に対する懸念が

強まり、一進一退の値動きになりました。香港、シンガポールは、景気回復への期待や海外からの資金流入などを受

けて堅調に推移しました。 

国内短期金融市場は、良好な需給環境に加え、日銀が「量的・質的金融緩和」を継続したことから、１年国債利回

りが-0.1％～-0.3％前後の低水準で推移しました。 

 

  
＜インカム資産オープン（アジア・オセアニア）＞ 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」、「日本マネー・マザーファンド」を

主要投資対象とし、「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ

て運用を行いました。 

 

○ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド」受益証券への投資を通じて、主として日本を除くア

ジア・オセアニア地域の株式および不動産投資信託に投資を行いました。 

 

○ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド 

主に日本を除くアジアおよびオセアニアの証券取引所に上場している株式および不動産投資信託を含む投資信託

証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的成長を目指して運用を行いました。当作成期

においては、配当利回りに着目し、相対的に配当利回りの高い銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築しました。ま

た、日本を除くアジア・オセアニアの株式市場全体に比べてファンドの中長期的な値動きを小さく抑えることを目

指して運用を行いました。 

 

○日本マネー・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行い、政府保証債を組み入れました。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としているMSCI AC Asia Pacific Excluding 

Japan Index（円換算後）の騰落率を1.8％下回りました。

詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」を

ご参照ください。 

 

 

 

  
当ファンドは年４回、３月、６月、９月および12月の各月の９日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越

分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配を行います。 

分配可能額、基準価額水準等を勘案し、第３期、第４期の分配につきましては、それぞれ１万口当たり80円（税引

前）、90円（税引前）、合計170円（税引前）の分配とさせていただきました。 

なお、収益分配に充てなかった留保益については、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第３期 第４期 

2017年３月10日～
2017年６月９日

2017年６月10日～
2017年９月11日

当期分配金 80 90 

(対基準価額比率) 0.722％ 0.792％

 当期の収益 80 90 

 当期の収益以外 － － 

翌期繰越分配対象額 994 1,275 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index

（円換算後）です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
（投資環境） 

アジア・オセアニア株式市場は、経済見通しが改善していることや企業業績が底堅く推移していることから、堅

調な展開になると考えます。東アジアでは当面、地政学リスクへの警戒感が残る一方、アセアンではファンダメンタ

ルズの改善を背景にインデックスファンドなどを通じて資金流入が継続すると考えます。中国・香港株式市場は、景

気の安定成長や国有企業改革の進展への期待などが続くことから、全体としては高値圏で底堅い展開になると予想

します。一方、アジア・オセアニアリート市場は、事業環境の改善による業績拡大への期待の高まりを背景に堅調な

展開が続くと考えます。オーストラリアでは、リートの堅調な業績推移が見込まれることから、戻りを試す展開にな

ると予想します。 

 

（運用方針） 

＜インカム資産オープン（アジア・オセアニア）＞ 

当ファンドの主要投資対象である「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」

の組入比率を高位に保つことを基本としますが、市況環境等によっては組入比率が高位にならない場合があります。 

 

○ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド」受益証券への投資を通じて、日本を除くアジア・オ

セアニアの証券取引所に上場しているインフラ関連株式および不動産投資信託へ投資します。主に不動産やインフ

ラ関連施設（電気・ガス・その他エネルギー設備、有料道路、港湾、空港等）のように賃料や使用料等のキャッシュ

フローを生み出す実物資産を保有・運営する企業の株式および不動産投資信託を中心に投資します。ポートフォリ

オの構築に関しては、相対的に配当利回りの高い銘柄を組み入れるとともに、市場全体に比べて安定的な値動きを

目指します。 

 

○日本マネー・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行います。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○１万口当たりの費用明細 (2017年３月10日～2017年９月11日) 

項 目 
第３期～第４期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 60  0.539 (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (22)  (0.193) 委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (37)  (0.330) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.017) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007  (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000) その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 61   0.546   

作成期間中の平均基準価額は、11,164円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年３月10日～2017年９月11日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

銘 柄 
第３期～第４期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円 
ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 15,326,362 17,000 822,771,284 895,000 

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 
 

投資信託証券 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

 

銘 柄 
第３期～第４期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
日本マネー・マザーファンド － － 1,471 1,500

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月10日～2017年９月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年９月11日現在) 

 

銘 柄 
第２期末 第４期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％

ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 1,330,680,368 523,235,446 588,116 96.7

合 計 1,330,680,368 523,235,446 588,116 96.7
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
第２期末 第４期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

日本マネー・マザーファンド 2,940 1,469 1,498
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○投資信託財産の構成 (2017年９月11日現在) 

項 目 
第４期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 588,116 93.8

日本マネー・マザーファンド 1,498 0.2

コール・ローン等、その他 37,550 6.0

投資信託財産総額 627,164 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第３期末 第４期末 

2017年６月９日現在 2017年９月11日現在 

  円 円

(A) 資産 744,049,310  627,164,522  

 コール・ローン等 29,287,416  37,549,646  

 投資信託受益証券(評価額) 711,763,364  588,116,641  

 日本マネー・マザーファンド(評価額) 2,998,530  1,498,235  

(B) 負債 16,897,970  18,665,448  

 未払収益分配金 5,291,039  4,856,829  

 未払解約金 8,960,352  12,014,927  

 未払信託報酬 2,614,410  1,771,865  

 未払利息 45  76  

 その他未払費用 32,124  21,751  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 727,151,340  608,499,074  

 元本 661,379,933  539,647,690  

 次期繰越損益金 65,771,407  68,851,384  

(D) 受益権総口数 661,379,933口 539,647,690口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,994円 11,276円
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、第３期1.0994円、第４期1.1276円です。 

（注） 当ファンドの第３期首元本額は1,369,889,862円、第３～４期中追加設定元本額は94,357,220円、第３～４期中一部解約元本額は

924,599,392円です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○損益の状況 

項 目 
第３期 第４期 

2017年３月10日～ 
2017年６月９日 

2017年６月10日～ 
2017年９月11日 

  円 円

(A) 配当等収益 9,003,471  7,557,187  

 受取配当金 9,007,414  7,559,477  

 受取利息 36  21  

 支払利息 △     3,979  △     2,311  

(B) 有価証券売買損益 12,754,424  12,715,823  

 売買益 19,282,177  16,046,933  

 売買損 △ 6,527,753  △ 3,331,110  

(C) 信託報酬等 △ 2,646,838  △ 1,793,798  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 19,111,057  18,479,212  

(E) 前期繰越損益金 45,718,065  45,537,386  

(F) 追加信託差損益金 6,233,324  9,691,615  

 (配当等相当額) (   4,670,826) (   7,505,501) 

 (売買損益相当額) (   1,562,498) (   2,186,114) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 71,062,446  73,708,213  

(H) 収益分配金 △ 5,291,039  △ 4,856,829  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 65,771,407  68,851,384  

 追加信託差損益金 6,233,324  9,691,615  

 (配当等相当額) (   4,670,908) (   7,505,533) 

 (売買損益相当額) (   1,562,416) (   2,186,082) 

 分配準備積立金 59,538,083  59,159,769  
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注） 収益分配金 

決算期 第３期 第４期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 7,913,049円 6,891,744円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 11,198,008円 11,587,468円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 6,233,324円 9,691,615円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 45,718,065円 45,537,386円

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 71,062,446円 73,708,213円

 分配対象収益(１万口当たり) 1,074円 1,365円

 分配金額 5,291,039円 4,856,829円

 分配金額(１万口当たり) 80円 90円
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○分配金のお知らせ  

 第３期 第４期 

１万口当たり分配金（税引前） 80円 90円 

支払開始日 各決算日から起算して５営業日までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 

  



品 名：90009_553208_004_03_インカム資産オープン（アジア・オセアニア）_691806.docx 

日 時：2017/10/23 10:15:00 

ページ：12 

 

― 12 ― 

インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年９月11日現在) 

＜日本マネー・マザーファンド＞ 
 下記は、日本マネー・マザーファンド全体(746,569千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第４期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

特殊債券 
(除く金融債) 

547,700 551,392 72.4 － － － 72.4 

(547,700) (551,392) (72.4) (－) (－) (－) (72.4)

合 計 
547,700 551,392 72.4 － － － 72.4 

(547,700) (551,392) (72.4) (－) (－) (－) (72.4)
 

（注） ( )内は非上場債券で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第４期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日
特殊債券(除く金融債) ％ 千円 千円  
第２回政府保証原子力損害賠償支援機構債 0.151 100,000 100,037 2017/11/17 
第３回政府保証原子力損害賠償支援機構債 0.117 50,000 50,057 2018/５/23 
第52回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.6 99,700 100,474 2018/２/28 
第60回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.8 150,000 152,192 2018/６/29 
第10回政府保証東日本高速道路債券 1.5 148,000 148,629 2017/12/21 

合 計 547,700 551,392  
 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

国内公社債 
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○基準価額の変動要因
　日本銀行が導入したマイナス金利政策の影響を受け、利息収入が僅少となったことから、基準価額は
横ばいとなりました。

運用経過
期中の基準価額の推移 （2015年10月14日～2016年10月11日）

2015/10/13 2016/１ 2016/４ 2016/７ 2016/10/11
10,197

10,198

10,199

10,200

10,201

10,202

10,203
（円）
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　短期金融市場は、１年国債利回りが大幅に低下しました。１年国債利回りは、2015年11月までは概ね
０％を挟んで推移しました。その後、日本銀行による短期国債買入れに加え、外国人投資家による短期
国債を買う動きが強まり、１年国債利回りは、マイナス水準が定着しました。2016年１月末には、日本
銀行がマイナス金利の導入を決定し、その後、１年国債利回りは－0.20％台後半へ低下が進みました。
さらに、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱が決定し、株安円高が進行したことから、１年国債利回りは
－0.30％台後半へ低下しました。日本銀行は、７月の金融政策決定会合において経済・物価動向や金融
政策効果の「総括的な検証」を行うことを表明しました。このため、金融政策の先行き不透明感が強ま
り、１年国債利回りは－0.20％近辺へ上昇する場面も見られました。しかし、良好な需給環境に加え、
９月には日本銀行が新たな金融政策の枠組みとして、「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」の導入
を決定したことから、１年国債利回りは－0.30％台前半へ低下して期末を迎えました。

　わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行い、国債および政府保証債を組み
入れました。

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

投資環境 （2015年10月14日～2016年10月11日）

当ファンドのポートフォリオ （2015年10月14日～2016年10月11日）

当ファンドのベンチマークとの差異 （2015年10月14日～2016年10月11日）

（投資環境の見通し）
　日本銀行によるマイナス金利導入を受け、主要な投資対象であるわが国の公社債および短期金融商品
は利回りがマイナスに転じるなど、今後も厳しい運用環境が続くと予想されます。

（運用方針）
　わが国の公社債、および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行いま
す。

今後の運用方針
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